
青

鬼

用

乳

製

品

の
配

給

方

法
襲

更

に
伸

て

今
EZ,ま
で
の
青
鬼
用
乳
製
品
G
tm
給

方
法
は
翌
月
市
史
教
生
本
筋
暮
者
か

ら
各
市
町
村
役

9に屋けてモの乳

袈
晶
唐
人
け
桝
J
,受
け
こ
れ
も
地
方
阪

文
節
も
免
じ
ま
し
て
与
車
扱
4
)に
取

革
*
魯
且
4
'で
は
留
か
ら
射
す
て
ら

れ
よ
し
た
る
赦
免
も
右
の
丸
顔
め
i1

膳
入
貢
に
抜
放
し
て
軌
冷
し
て
唐
り

よ
し
Li
る
Z
併
上
絵
リ
に
･-
希
五
穀

丑
が
多
く
最
近
_ニ
於
J,Jと
し
て
tは
漸

く
モ
6
二
二
分
¢

t
を
充
で
丈
け
L
か

出
木
な
く
な
り
切
符
の
勅
兵
も
持
ち

ぐ有書です牧に於ける乳水
晶
の

配給
堵
丑
J
容
且
に
N
め
ま
せ
ん
e
L

で
瓜
に
於

主と
し
て
は
十
二
月
配
給

の
分
か
ら
根
本
的
に
女
C
L堆
tこ
東
わ

と
L
ii｡

尭
づ
i
か
ら
舟
に
判
官
Y
ら
れ
ま
L

L
l
る
赦
丑
有
t
に
地
方
事
辞
併
別
に

判
官
て
事
穿
所
は
町
村
別
に
前
官
て

町
村
ほ
乳
兄
の
状
況
母
乳
の
出
方
な

+･])も
勘
妓
致
し
ま
し
て
注
入
票
も
菅

庁
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
妹
人

妻
に
記
SS
す
る
戟
丑
H_
町
村
長
の
割

官
立
か
書
か
れ
は
セ
リ
ま
せ
ん
､
こ

れ
に
依
り
ま
し
て
十
ま
で
の
様
に
例

へ
_て
五
経
U
書
い
i1
-
の
か
こ
惚

し

か
配
給
さ
れ
な
い
三
石
ふ
境
,.T..串
は

全
く
無
-
な
り
共
生
暮
入
手
出
頻
る

仕
乱
ミ
叱
り
ま
し
た
｡
偲
Jj
乳
製
品

済
入
質
は
旬
別
哉
給
が
九･.
-
な
つ
ii

付
保
上
毎
月

一
同
丈
け
配
給
さ
れ
ま

す
か
ら
各
旬
の

1
小
栗
丈
け
冬
美
の

私
給
月
分
ミ
し
て
費
符
さ
れ
よ
す
の

で
従
耗
使
っ
て
重
り
と
L
i
l砕
人
望

に
本
年
十
二
月
分
か
ら
明
年
人
月
分

造
り
九
ケ
月
間
に
使
用
出
頼
る
キ
ミ

な
り
ま
す
｡
狂
っ
て
役
塩
_‡
毎
月
そ

の
一
割
突

け右切
取
っ
て
諸
黄
書
に

交
付
さ
れ
ま
す
e
Lで
梓
*
て
小
さ
な

用
耗
ミ
>1
る
か
ら
望
現
L
iiリ
矢
は

･h.H
い
碇
に
帝
注
意
T
p
い

｡

乳
割
品
の
種
鞍
別
鼓
I
は
月
に
依
っ

て
興
り
ま
す
か
ら
土
笛
者
の
希
望
重

り
七
種
畑
の
孔
典
品
が
入
る
亡
は
限

り
ま
せ
ん
か
ら
漁

*
t
諒
永
EZSひ
ま

す
●
套
良
市
で
は
各
阜
攻
匠
毎
に
清
先
取

捨
所
が

｢
簡
節
又
は
H
締
新
穀
生

W

れ
ま
す
か
ら
帝
軍
書
は
市
よ
り
費
lt

さ
れ
と
L
ii購
大
事
な
区
内
配
給
節

に
仲
特
を
tI
ひ
ま
す
｡
軌
給
丑
q
前

洩
り
亜
り
相
t
窮
屈

+.1十8
で
す
か

ら
.梵
語
肴
各
位
に
於
JrJま
し
て
は
且

に
必
畢
己
む
J
(得
な
い
者
の
み
に
配

給
‡
る
1
鎌
充
分
t
協
力
も
井
戊
ひ

致

します｡
大

政

翼

賛

曾

常

℡

指

導

委

員

の
設

置

大
政
異
賀
書
奈
良
尽
文
句

大
政
熟
菜
食
奈
良
淋
支
部
に
お
い
て

ti
今
回
時
局
や
進
越
に
伸
び
愈
々
訳

繋
落
動
か
強
力
措
濃

に展
開
す
る
il

ゆ
市
町
村
常
食
､
缶
落
合
'
町
内
書

等
の
指
導
徹
底
私
淑
Ar
.(
く
薪
に
常

骨
指
導
輩
且
ん
･設
盆
す
る
こ
'J
TJ
bN

り
今
般
左
記
の
六
氏
か
委
沸
す
そ

l

亡
に
な
つ
ii
｡

奈
良
市
町
内
書
中
令
書
長

森

田

学

三

伊
那
佐
相
長
和

田

寺

束
市
村
長山

中

庄

轄
協
力
身
枯
且

萩

原

替

五
煉
.%
拳
校
長

石

川

石
上
耕
せ
官
胡

池

.
田

不

必
要
な
出
版
は

蓋

蛙

へ
よ特

▲

抹

最
近
骨
鼓
や

役
所
や
一
般
人
の
中
で

左
程
必
姿
で

も
触
い
り
に
8
2
紙
や

教
書
蕃
'
町
村
報
三
P
つ
ii
も
り
が

出
塀
yu
れ
て
括
る
が
此
の
枕
の
大
切

七
折
Li
そ
ん
･>1
革
で
飴
分
の
抵
右
的

汲
す
る
の
_王
様
し
む
'(
･TJで
み
る
}}

共
に
此
G
藤

木
必
要
な
出
版
物
は
噺

然
虚
止
し
て

一
冊
で
i
よ
り
良
.YJ書

物
私
費
行
す
る
は
心
掛
け
良
い
･i
の

で
あ
る
｡

叉

一
部
の
入
り
中
に
_壬
的
本
手
技
か

済
ま
･亡
す
に
奇
行
す
る
向
J
あ
る
が

納
本
は
必
す
内
済
者
椴
悶
駄
ミ
奈
良

蕪
特
高
放
11
二
部
宛
的
め
て
も
ら
ひ

艮
'.,
(
之
は
官
皿
で
榊
原
す
る
J
の

も
同
じ
て
わ
る
)

千
.C
か
ら
今
年
の
二
月
に
他
席
串
発

令
が
公
布
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
無
煙
個

人
か
向
け
ず
玲
ん
1,)
の
出
版
物
tl
従

衆
の
届
出
制
皮
か
ら
許
可
制
度
))㌔

り
ま
L
L
lか
ら
坪
泣
溝
鼠
ひ
ま
す
.r

愉
左
竺
二
心
t.丁是
非
文
行
し
て
い
た

だ
さ
座
い
｡

I
.
出
鋸
一〇
だ
け
新
地
出
版
物
の
費

行
を
姿
捷

(
る
｡

二
､
出
版
物
を
奇
行
せ
ん
寸J
す
る
狙

合
tT
闇
位
.
個
人
を
町
托
す
必
ず

印
刷
す
る
前
に
特
苅
妹
*(
t‡
併
秘

守
県
警

相
試
さ
れ
艮
い
｡

ヽ

三
'
出
炉
物
資
行
に

際
し
て
は
井
の

到
着
の
日
教
わ
除

'>て
三
EZ)机
に

必
ず
内
歩
首
TJ
尽
特
高
疎
に
二
部

宛
納
本
す
る
こ
ミ
｡
以

上

決
戦
真
説
理
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食

品
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全

活

用
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健

民

放

○
今
マ
デ
何
魚
ナ
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槍
テ
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レ
チ
ヰ

タ
食
品
ノ
中
三
t
ピ
タ
,.J
y
灰
分
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含
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レ
チ
ヰ
マ
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'
工
夫
滑
用
y

テ

物
資
J
宙
約
チ
致
y
y
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サ
､
･L

モ
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メ
不
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昏
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一

･L
P
あ
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餐

チ
耕

7

r二
･
か
出
衆
マ
ス
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O
p

レカヲ使
フ

冬
ノナ野
菜
ノ
活

用
法
チ
専

〈
y
七
サ

大
根
菜
'
人
峰
菓
ー
輔
野
ノ
兼
､

牛
穿
ノ
菜
及
ビ
華
､
里
芋
ノ
莞
茨

で
窒
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甘
藷
ノ
糞
及
染
柄
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報

′
皮
~
甘
藷
ノ
皮
'
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ャ
ベ
ツ
ノ
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〇
時
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法

劫
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ず
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Q
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妙
メ
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､
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戯
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､
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､
佃
煮
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>
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飯
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恭
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ス
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プ

暮
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呼
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ス
か
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､ツ
ナ
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吹

二
兵
物
ノ
活
用
法
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へ
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サ
○ミ
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'
柿
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､
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J
皮

○
措
用
法

如
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甘
タ
テ
伽
蕉
I

止
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偶

便

り

配
給
課

食
用
鮮
魚
介
類

小
文
最
高
正
成
首
匁
官

設

､
.
～

.､
i
ノ

九

'
五
〇

メ
/
中
二
詩
メ
チ
異
物
鵬
チ
作
ル

干
シ
テ
扮

ニ
ッ
小
夢
静
等
二
浪
せ
テ

天
将

羅
ー
屈
す
'
琉
シ
ャ
キ
ー
.(
ゾ

こ
利
用
ジ
ス
粉
末
二

砂緒
チ加
.(チ

萩
桔
ル
ー

サ
ヤ
▲
か

出

禾
ル
~
飲

,̂

物
~
療
材
汁
､
ゴ
†
造
.
熊
>
政
略

フ
Ⅴ
カ
ケ
扮
ー
吸
物
ノ
文
t
等

三
使

はi(十
月
-
六
月
)

まわじ
姑
ノ
他
ノ
も
じ

煉
(
む
ろ
も
じ
､
L
ま
わ

に
及
ま
る
わ
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ナ
除
ク

yt,ば

大

瀕
N
､
八
〇

さ
て

丸
.
三
二

九

､
二六

九
'

二
ハ

下去来ノ大
スッ輔チ7･
)̂/謂Jt
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L
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JI

ま
だ
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用出来チ最
良
…

ク
-
督
料
ノ
代
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か
だ
い

用
三
毛
ナ
I
†

ス｡

J～ ^
切丸切丸

紙
も
兵
器
だ
貯
金
並
鰻
の
無
駄

な

一
括
し
上
-

亜
組
の
取
を
少
-
し
て
預
け
高
み
多

く
す
る
事
が
敢
米
英
か
撃
砕
す
る
好

事
#
菌
の
注
で
あ
り
今
は

一
舟
の
菰

嘘
も
大
切
な
資
材
で
も
tq
か
ら
蘇
ら

し
-
預
入
申
込
を
す
る
時
に
.._
盲
(.,

菰
蛙
が
無

1
か
よ
く
Fr
(
て
か
ら
に

し
ょ
う
1

1
ケ
月
に
何
州
も
預
入

す
る
革
H_工
通
帳

の点食
を
短
-
す
さ

か
ら
少
畝
の
貯
金
ti
貯
金
田
h1
1,Jft

利
用
し
て
月

一
同
位
に
蕗
*
て
雅
人

す
る
N
う
に
L
与
つ
1

短
罷
貯
金

な
で二
義

以
上
で
説
け
て
ゐ
る
歩
合

L+
期
間
の
永
い
方

へ
合
併
し
て

l
舟

で
浮

上
-
1

W
.亨

孟

豊

撃

)
什
霜

及

五
銀

入
着
に
呼
び
守

孟

嘘
の
歪

言

ん
じ
ん
(
針
詔

㌔

)

六
､
五

l
ikh
L
よ
う
Pr,
l芯
ふ
の
で
あ
る
.

ご

ぼ

う
(
′

)

入
'
五

二､淡
水
鮮
魚
介
頼
(
首
匁
官
)

こ
ひ
‥
ふ
な

大

丸

､
五
〇

ふ
な
大
･L
(
全
長
七
寸
以
上
ノ
1J
ノ

チ
抑
フ

ち
な

小

丸

'
三
〇

ふ
Jt.1
小
f
･
(
生
井
七
サ
東
浦
ノ
P
′

チ
珊
フ

_

三
~
義
美
及

果
実
較

う
ん
(
八
州
.〟
ん
チ
倉か代L
Jhんみゆ
) 'かう
こんみ
ろ ､か
か壬臥し

亀
戸
だ

い
こ
ん

及
守
口
だ
い
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ん
チ
除
ク

訂

..一一 ′} ヽ
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及 デー1)一
月翌月

i一 三Ej

...･;･
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読

)
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朋
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1
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由
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よいも(洗
チ
含
ム
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..工
が
い
も
(
自
照
生
す
含
▲
)
一
五
鏡

芙
ノ
他

三
二
盛

れっ
ぎ

五
月
寸
>
丑
年

t
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迄
六
由
･

れ
､ん
こ
ん

〓
一指
五

…

鰹
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冨
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警
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什
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呈

む
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顎
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-慧

:

再
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纂

奈

TJ

地

方

課

介
ケ
別
苛
打
下
書
;

話
者
■
苑
g
,̂状
況

今

日

の
常

曾

の
反

省

例

○
常
食
の
組
較
落
書
_こ
つ
い
て
辻
鯨

む
む
が
稚
い
で
も
ら
う
か

○
破
骨
の
現
状
_こ
押
し
て
お
互
の
q･

り
方
は
,
'れ
で
よ
い
か

○
戦
時
T
の
甘
本
人
小
才

羊
精
一､し

て
取
づ
一q
岳
は
な

い
か

0

1
寸
し
小l工
夫
で
お
国
の
Q
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そ
が
41
-

さ
ん
も
り
に
し
な

いか
○
物
の
徒
食
右
で
こ
し
ち
性
感

の
な

い
や
う
生
か
し
き
っ
て
ゐ
ち
か
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今
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if
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先
払
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工
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年
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台
目
に
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ま

す
｡

七･現
題
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栓
球
は
聴

Y
,)追
放
し
二
､･
L.7.野
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紡
三
年
を
迎

へ
ま
す
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放
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攻
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よ
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:
L
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端
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探
刻
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1

渡
せ
た
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つ
て
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す
n
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-
昨
年
十
二
円
八
u
S
あ
の

虐
政
を
三
た
び
新
.1
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あ
-
ま
で
兵
制
敬
一で
･.S
一r
杖
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僅
恒
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榊
め
'
今
こ
そ
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ら
中
和
舶
配
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い
て
叫
虎
弛
.)
糾
七
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約

･i施T･.1
々
弼
郷
し
ま
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､

十

二
月

だ

け
で
.i
(
十

億

貯
蓄

ー
を

宣
成

し
音

せ
う

1
昨
年
は
十
二
月
だ
け
で
三
十
倍
を
'
昨
年
は
四
十
倍
を
貯
蓄
し

ま
し
た
｡

十
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こ
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進
が
非
で
も
｢
六
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億
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し
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蓄
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収
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召
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梓
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舵
か
切

叫
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蓄
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荷
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